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埼
玉
労
山 

第
一
回
評
議
会 

報
告 

 
 

個
人
会
員
制
度 

第
２
次
提
案
に
つ
い
て 

会
員
減
尐
に
歯
止
め
を
！ 

組
織
の
強
化
と
個
人
会
員
制
度
導
入
に
向
け
た
第
２
次
提
案
に 

埼
玉
県
連
と
し
て
の
意
見
・
考
え
方
、
課
題
が
示
さ
れ
る
。 
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去
る
九
月
十
一
日
、
大
宮
の
高
鼻

コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

埼
玉
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
一
回
評

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

議
長
に
湯
浅
氏
（
所
沢H

C

）
、
小

島
氏
（
大
宮
労
山
）
を
選
出
、
書
記

に
近
藤
氏
（
わ
ら
び
山
の
会
）
、 

 
 

 
 

松
山
氏
（
三
郷
山
の
会
）
を
選
出
。 

ま
ず
、
理
事
長
挨
拶
で
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
第
四
四
期

総
会
が
六
月
に
順
延
さ
れ
、
県
連
活

動
等
の
計
画
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
事

ま
た
、
全
国
連
盟
を
始
め
と
し
て
埼

玉
県
連
と
し
て
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
資
格
審
査
で
は
、
加
盟
二
九

団
体
で
評
議
員
定
数
（
三
十
二
名
）

に
対
し
、
出
席
十
八
名
、
委
任
五
名

で
評
議
会
が
成
立
し
て
い
る
と
報
告

が
あ
り
、
議
事
に
は
い
り
ま
し
た
。 

          

 

一
、
総
会
資
料
「
活
動
方
針 

追
記 

事
項
に
つ
い
て 

武
笠
理
事
長
よ
り
、
下
記
の 

①
埼
玉
県
連
の
震
災
支
援
活
動 

②
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て 

の
提
案
が
な
さ
れ
、
討
議
と
質
疑
に

入
り
ま
し
た
。
支
援
活
動
報
告
等
も

あ
り
、
特
に
意
見
・
質
問
な
し 

二
、
全
国
連
盟
「
個
人
会
員
制
度
」 

２
次
案
の
提
案
と
検
討 

武
笠
理
事
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、 

・
埼
玉
県
連
の
実
情
と
し
て
は
、
総

会
以
後
具
体
的
な
検
討
は
さ
れ
て
お

ら
ず
、
全
国
連
盟
の
２
次
提
案
に
つ

い
て
各
会
の
意
見
等
を
こ
の
評
議
会 

で
意
見
集
約
し
た
い
。 

・
現
状
で
は
、
ど
の
会
も
会
員
の
高

齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
組
織

数
も
５
７
１
名
と
停
滞
。
各
加
盟
団

体
は
会
の
活
性
化
の
為
に
組
織
拡
大

の
努
力
を
し
て
欲
し
い
。 

・
登
山
学
校
の
受
講
生
の
中
か
ら
会

員
の
拡
大
し
て
い
る
会
も
あ
り
。 

・
県
連H

P

を
見
て
、
若
い
方
が
県
連

の
登
山
学
校
に
も
参
加
し
て
来
て
お

り
、
会
員
拡
大
の
期
待
。
（0

9

年
度

…1
0

名
、1

0

年
度
…1

2

名
、1

1

年

度
…9

名
） 

・
登
山
学
校
受
講
生 

平
均
年
齢
は

4
6

才
位
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
は6

0

代
だ
っ
た
事
を
考
え
れ
ば
、
県
連H

P

を
活
用
し
、
ま
た
加
盟
団
体
が
積
極

的
に
情
報
を
掲
載
し
て
欲
し
い
。（
小

松
理
事
） 

・
個
人
会
員
制
度
を
作
る
と
専
任
の

担
当
者
が
必
要
が
な
る
と
思
う
が
、

当
面
はH

P

を
充
実
さ
せ
て
会
員
拡

大
を
図
り
た
い
。 

 

・
「
個
人
会
員
制
度
」
２
次
案
、
な

ら
び
「
個
人
会
員
制
度
導
入
Ｑ
＆
Ａ
」

に
つ
い
て
、
読
ん
で
提
案
に
代
え
る
。 

 

別
紙 

参
照 

質
疑
で
は
幾
つ
か
の
問
題
提
起
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
①
制
度
導
入
で
の

会
費
の
値
上
げ
の
危
惧
②
個
人
会
員

の
会
山
行
へ
の
参
加
は
③
山
行
管
理

は
誰
が
④
個
人
会
員
の
所
属
と
組
織

問
題
等
で
、
ま
ず
は
全
国
連
盟
で
担

当
者
を
配
置
し
、
個
人
会
員
の
受
入

体
制
を
整
備
し
、
組
織
化
の
方
向
で

検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

県
連
と
し
て
は
、
総
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
ま
た
評
議
会
の
意
見
を
持

っ
て
全
国
評
議
会
に
臨
む
旨
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
（
埼
玉
県
連
と
し

て
は
当
面
個
人
会
員
制
度
の
導
入
は

見
送
る
方
向
で
す
。
登
山
時
報
十
一

月
号 

１
７
Ｐ 
参
照
） 

こ
の
個
人
会
員
制
度
に
つ
い
て
は

県
連
と
し
て
ま
だ
ま
だ
議
論
が
必
要

で
、
引
き
続
き
加
盟
団
体
等
で
の
討

議
を
お
願
い
し
た
い
。 

た
だ
、
幸
い
に
埼
玉
と
し
て
は
会
員

数
が
五
七
一
名
か
ら
六
一
五
名
と
増

加
し
て
お
り
、
新
し
い
会
員
が
増
え

て
い
る
加
盟
団
体
で
の
Ｈ
Ｐ
の
充
実
、

登
山
学
校
等
で
の
安
全
登
山
教
育
の

成
果
の
表
れ
か
…
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

休
憩
後
、
報
告
事
項
に
入
る
前
に 

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
黙
と
う
を
捧
げ
再
開
そ

な
り
ま
し
た
。 

                 

三
、
県
連
活
動
報
告 

①
埼
玉
県
連
の
震
災
支
援
活
動 

 

活
動
方
針
な
ら
び
報
告
書
等
（
別

紙
）
か
ら
、
今
後
も
長
期
に
わ
た
り 

支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
く
方
向
。 

実
際
に
支
援
活
動
さ
れ
た
徳
重
救
助

隊
長
、
佐
藤
久
子
理
事
の
体
験
報
告

や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
委
員
会
に
よ

る
支
援
活
動
（9

/
2
2

～2
5

）
、
そ
し

て
加
盟
団
体
独
自
で
の
支
援
取
組
み

が
い
く
つ
か
予
定
さ
れ
て
い
る
事
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

②
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
自
然
保
護
担
当
者 

交
流
集
会 

 

＝
埼
玉
主
管
＝ 

 

期
日 

1
0
/
1
5

～1
6
 

 

場
所 

秩
父
長
瀞
・
長
瀞
荘 

③
安
全
登
山
講
演
会 

期
日 

1
1
/
2
7
 
 
P
M
 
1
:
3
0

～ 

 

場
所 

岩
槻
コ
ミ
セ
ン 

 

講
演 

立
正
大
学
教
授 

 

 
 

 
 

 
 

 

山
地
啓
司 

氏 

④
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
交
流
集
会 

期
日 

 
9
/
1
7

～1
8
 

 

場
所 

伊
豆
長
岡
・
お
お
と
り
荘 

⑤
そ
の
他 

 

救
助
隊
役
員
会
、
岩
搬
出
技
術
訓

練
の
お
知
ら
せ 

 

 
 

最
後
に
、
議
長
・
書
記
を
解
任
し

て
第
１
回
評
議
会
を
終
え
ま
し
た
。 

終
了
後
は
、
恒
例
に
よ
り
希
望
者
で

大
宮
駅
近
く
の
居
酒
屋
で
懇
親
会
を

開
催
。
夜
遅
く
ま
で
山
談
議
で
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
！ 

 
 

 
 

以
上
。 
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期
日
：9

月1
1

日
（
日
） 

9

：3
0

～1
2
:
0
0
 

場
所
：
高
鼻
コ
ミ
セ
ン 

出
席
：1

4

団
体1

6

名 

他 

県
連
理
事9

名
大
宮
（
小
島
）

埜
歩
歩
（
石
谷
）
、
所
沢
（
湯
浅
）

峠
山
の
会
（
宮
川
）
、
北
本
山
の
会

（
千
葉
）
、
秩
父ｱ

ﾙ
ﾍ
ﾟ
ﾝ

（
小
栗
）
日

和
田
（
甲
斐
）
、ﾊｲ

ｼ
ﾞ
ｱ
ﾙ
ﾍ
ﾟ
ﾝ

（
渡
辺
）
、

山
遊
会ﾋ

ﾞ
ｽ
ﾀ
-
ﾘ

（
染
谷
）
、
上
福
岡

や
ま
な
み
（
宮
野
）
、
三
郷
山
の
会

（
八
木
原
、
松
山
）
、
わ
ら
び
（
伊

藤
、
近
藤
） 

岩
つ
ば
め
（
井
芹
）
、
上
里ﾊ

ｲ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ

（
堰
口
） 

 

議
題 

＠
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
報
告 

（
大
宮
労
山 

小
島
） 

1

）
藤
坂
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で
の
懸

垂
下
降
中
で
の
事
故
に
つ
い
て 

2

）
谷
川
岳
・
南
稜
で
雪
渓
で
の
事

故
に
つ
い
て 

3
)

北
ア
ル
プ
ス
・
上
の
廊
下
で
の

事
故
に
つ
い
て 

＠
千
葉
県
連
の
事
例
報
告 

（
尾
手
、
徳
重
） 

 
1

）
懸
垂
下
降
中
、
ロ
ー
プ
の
取
り

扱

い

ミ

ス

で

滑

落

事

故

寸

前

に
・
・
・
・
。 

2

）
落
石
の
危
険
の
あ
る
場
所
で
不
要

に
休
憩
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。 

3

）
懸
垂
下
降
中
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用

ス
リ
ン
グ
の
ロ
ッ
ク
が
外
れ
ず
に

宙
づ
り
状
態
に 

4
）
ケ
ガ
を
し
た
時
の
事
故
一
報
は
早

め
に
。 

5

）
山
岳
会
の
後
輩
が
懸
垂
下
降
を
し

よ
う
と
し
た
時
、
確
認
し
た
ら
エ

イ
ト
環
が
ハ
ー
ネ
ス
に
つ
い
て
い

な
か
っ
た
。 

6

）
細
い
径
の
ロ
－
プ
で
懸
垂
下
降
を

し
た
際
、
制
動
が
効
か
ず
ス
ピ
ー

ド
が
出
過
ぎ
て
危
険
を
感
じ
た
。 

7

）
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
を
無
視
し
て
勝

手
な
行
動
を
し
て
進
退
極
ま
っ
た
。 

8

）
バ
ス
に
乗
れ
る
見
込
み
が
あ
る
為
、

急
い
で
焦
り
濡
れ
た
岩
で
足
を
滑

ら
せ
転
倒
。 

9

）
話
に
夢
中
で
指
導
標
を
確
認
せ
ず

登
山
道
を
降
り
道
迷
い
。 

1
0

）
リ
ー
ダ
ー
を
信
じ
て
、
自
分
自

身
十
分
な
事
前
調
査
を
せ
ず
山
行

し
た
為
に
痛
い
目
に
あ
っ
た
。 

1
1

）
前
夜
発
、
ク
ル
マ
で
仮
眠
。
登

山
開
始
後
、
脳
梗
塞
の
疑
い
が
あ

り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
さ
れ
た
。 

1
2

）
登
山
靴
の
経
年
劣
化
で
山
行
中

に
靴
底
が
全
て
剥
が
れ
た
。 

＠
新
特
別
基
金
に
つ
い
て （

徳
重
） 

 

全
国
連
盟
で
の
新
特
別
基
金
の
会

議
で
の
報
告
。
常
識
的
な
判
断
で
申

請
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

＠
前
穂
吊
り
尾
根
で
の
事
故
に
遭
遇 

（
徳
重
） 

 

山
行
中
に
滑
落
事
故
に
遭
遇
し
て

救
助
隊
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
等
の
一
部
始
終
を
観
察
し
、

そ
の
状
況
を
報
告
し
て
も
ら
う
。 

＠
持
病
者
の
山
行
参
加
に
つ
い
て 

＠
最
後
に 

 

各
参
加
者
の
感
想
を
聞
い
て
終
了
。 

（
担
当
理
事 

尾
手
） 

                              

        

１
日
目
（1

0
/
1

） 

「
登
山
者
の
救
急
医
療
に
対
す
る
ヘ

リ
搬
送
の
検
討
」
と
い
う
テ
ー
マ
で 

長
野
県
松
本
市
の
相
澤
病
院
で
救
急

医
療
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
小
山
氏
の

講
演
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

北
ア
ル
プ
ス
で
は
、
遭
難
事
故
で

の
ヘ
リ
救
助
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
天
候
・
乱
気
流
の
影
響
を
受

け
や
す
い
事
、
有
視
界
飛
行
で
あ
る

た
め
夜
間
の
救
助
活
動
は
で
き
な
い
。 

 
 

遭
難
事
故
発
生
か
ら
ヘ
リ
救
助
医

療
機
関
着
ま
で
２
時
間
以
上
か
か
る

事
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
さ

ら
に
捜
索
が
く
わ
わ
る
と
困
難
さ
が

増
し
、
時
間
は
読
め
な
く
な
り
ま
す
。 

転
滑
落
に
よ
る
事
故
疾
患
が
約
５

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
、
最
近

は
そ
の
他
の
外
傷
疾
患
が
増
え
て
い

る
の
で
、
原
因
の
検
討
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。 

生
命
の
危
機
に
な
り
や
す
い
、
山
行

中
の
循
環
器
疾
患
に
よ
る
発
症
は
１

０
％
程
度
あ
る
。
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
て
ゆ
く
事
が
基
本

と
な
り
ま
す
。
既
往
症
は
最
低
で
も

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
知
ら
せ
て
お
く

事
が
よ
り
安
全
に
繋
が
る
の
で
は
な 

い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
後
横
山
遭
難
対
策
部
員
に
よ

る
、
ヘ
リ
救
助
の
登
山
者
と
し
て
の

対
応
の
説
明
が
あ
り
。
ヘ
リ
の
特
性

と
し
て
下
降
気
流
・
乱
気
流
の
場
所

で
は
安
定
を
保
て
ず
危
険
で
あ
る
事
、

救
助
現
場
の
風
向
が
わ
か
る
と
活
動

し
や
す
い
な
ど
の
報
告
が
有
り
ま
し

た
。 

 

講
演
の
後
、
各
県
連
盟
よ
り
東
日

本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と

し
て
６
県
連
盟
よ
り
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

２
日
目(

1
0
/
2
)
 

人
工
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
に
て
、

救
助
技
術
交
換
会
が
実
技
を
行
い
な

が
ら
お
こ
な
わ
れ
た
。
ロ
ー
プ
強
度

の
確
認
・
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ヒ
ッ
チ
に

つ
い
て
の
提
案
・
セ
ル
フ
ビ
レ
イ
の

適
切
な
取
り
方
が
香
川
県
連
全
国
遭

難
対
策
部
合
同
で
あ
り
ま
し
た
。
次

に
大
阪
府
連
盟
よ
り
流
動
分
散
時
の

支
点
強
度
の
問
題
提
起
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
兵
庫
県
連
盟
に
よ
り
プ
ル
ア

ッ
プ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
終
了
。
全
員
で
昼
食
、
そ
し

て
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
資
料
集
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
遭
難
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
全
国

遭
難
対
策
部
よ
り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
早
く
各
会
へ
発

信
し
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

次
回
の
遭
難
防
止
安
全
教
育
委
員
会

で
討
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

救
助
隊
長 

徳
重
博
文 

 

＊
詳
細
は
登
山
時
報 

１
２
月
号 

 
 

2
4

～2
5

Ｐ 

参
照 

  

                                       ２０１１年 

 関東ブロック自然保護担当者交流集会 終了！ 

期 日   10 月 15 日(土)～16 日(日)    １泊２日 

場 所   秩父「民宿・長瀞荘」 

参加者   28 名 宿泊・日帰り参加者込み ＊埼玉県連 13 名 

   内 容  10/15 13:30 ～ 特別講演 野口    秩父アルペン会員 

15:00～ 各県連自然保護活動報告 

           18:00～ 夕食、交流会、秩父ばやし愛好会実演 

10/16  9:00～ 武甲山登山、他     詳細報告は次号で 

  

      埼玉県連を代表して武笠理事長より主催者挨拶、そして全国連盟自然保

護委員長 浦添嘉徳 氏から挨拶をいただき、特別講演に秩父アルペンク

ラブ会員でもあり、秩父環境を考える会や埼玉県生態系保護協会会員の野

加盟団体の動き  原稿募集中 

 県連に加盟する各山岳会を順番に紹介して 

 います。会の特徴やユニークな会活動、また 

 最近の会山行記録等 何でも結構です。 

 題字込み 500～1000 字以内で、写真２～３ 

 枚添付で！  版下は 10P １行 12 字 ６段 

 組です。         機関紙委員会 

第
十
二
回
遭
難
防
止 

安
全
教
育
担
当
者
会
議
報
告 

 

第
九
回
全
国
救
助
隊 

交
流
集
会 

報
告 

期
日 

１
０
月
１
日
～
１
０
月
２
日 

 
 

 
 

 
 

 

場
所 

愛
媛
県
大
洲
国
立
青
尐
年 

交
流
の
家
に
て 

講
師 

小
山
徹
氏 

  

＊＊遭難防止・安全教育委員会より＊＊ 

 ・今後の遭難防止・安全教育担当者会議での 

  ヒヤリハット事例報告を募集しています。 

  氏名等の諾名・秘密は守ります。 

 ・今年もいよいよ 冬山シーズンが到来します。 

  加盟団体で冬山計画をしている会は、計画書の 

  提出、報告等へご協力をお願いします。 

            担当 尾手 
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初
め
て
の
岩
の
ぼ
り 

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 

清
水 

美
紀 

 

 

救助隊 役員会報告 

①第４回 ９月５日（月）１９：３０～２１：３０ 

於：浦和パルコ９階  参加：１０名 

②第５回 11 月７日（月）１９：３０～２１：３０ 

於：浦和パルコ９階  参加： ７名 

 

岩
登
り
ネ
ッ
ト
活
動
報
告 

月
日
：
８
月
２
８
日
（
日
） 

場
所
：
日
和
田
山
ゲ
レ
ン
デ 

参
加
：
合
計
９
名 

今
年
度
の
第
１
回
岩
ネ
ッ
ト
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
。
９
時
に
ゲ
レ
ン
デ

集
合
。
参
加
者
が
大
部
分
初
心
者
の

為
、
講
師
の
水
谷
・
小
島
さ
ん
の
ビ

レ
ー
に
よ
り
、
午
前
中
は
初
心
者
用

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
中
心
に
行
う
。 

午
後
は
ビ
レ
ー
も
交
代
で
登
攀
し
、 

１
５
時
に
終
了
。
雲
行
き
も
怪
し
く

な
り
飯
能
に
て
反
省
会
を
行
い
、
２

０
時
に
解
散
し
た
。 

岩
ネ
ッ
ト
担
当
し
て
、
第
１
回
岩

登
り
ネ
ッ
ト
が
無
事
に
終
え
ら
れ
、

講
師
の
水
谷
さ
ん
・
小
島
さ
ん
、
そ

れ
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
お
礼
を

述
べ
る
と
と
も
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
！ 

次
回
岩
ネ
ッ
ト
は
１
０
月
３

０
日
（
日
）
日
和
田
山
、
１
２
月
２

３
日
（
金
）
幕
岩
の
予
定
で
す
。
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！ 

参
加
希
望
者
は 

岩
ネ
ッ
ト
担
当 

 

松
本 

迄 

携
帯0

9
0
-
1
8
1
0
-
5
4
0
4
 

    

   

  

同
ク
ラ
ブ
の
Ｍ
さ
ん
よ
り
、
明
日

岩
登
り
の
練
習
に
お
い
で
よ
・
・
・

と
誘
わ
れ
、
装
備
も
何
も
無
い
の
に
、

高
麗
駅
前
の
集
合
場
所
に
出
向
き
、

「
ん
？ 

場
違
い
？
？
」
と
思
い
つ

つ
も
日
和
田
山
の
岩
場
へ
…
。 

日
和
田
山
は
８
月
の
始
め
に
、
登

山
学
校
の
実
施
で
来
て
、
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
の
大
切
さ
、
面
白
さ
を
知
っ
た

所
で
も
あ
る
。
頭
の
中
で
岩
場
っ
て

ど
ん
な
所
か
な
、
す
ぐ
に
登
れ
る
の

か
な
、
降
り
る
と
き
は
？ 

例
会
で
習
っ
た
、
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト

と
ダ
ブ
ル
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
を
繰
り
返

し
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
な
が

ら
、
岩
場
到
着
。 

大
き
な
岩
が
２
つ
。
女
岩
・
男
岩
、

す
で
に
ロ
ー
プ
に
繋
が
れ
、
多
く
の

人
た
ち
が
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。 

人
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
仕

度
を
す
る
よ
う
に
促
さ
れ
、
仕
度
と

言
わ
れ
て
も
何
の
用
意
も
し
て
い
な

い
、
な
に
が
仕
度
な
の
か
も
分
か
ら

な
い
。 

同
じ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の
仕
度
な

る
も
の
を
拝
見
。
ハ
ー
ネ
ス
・
へ
ル

メ
ッ
ト
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
、

ダ
ブ
ル
エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
で
ハ
ー
ネ
ス

に
ロ
ー
プ
を
結
び
テ
ン
シ
ョ
ン
で
確

認
。
登
り
だ
す
先
輩
方
。
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
ご
と
の
用
語
・
掛
け
声
を

覚
え
、
ル
ー
ト
を
目
で
追
う
。 

「
う
ー
難
し
い
！
」
登
る
こ
と
に

専
念
し
よ
う
！
後
は
お
い
お
い
で
い

い
か
。 

装
備
一
式
を
借
り
装
着
方
法
を
手

取
り
足
取
り
教
え
て
い
た
だ
き
準
備

O
K

（
格
好
だ
け
は
・
・
・
） 

 

登
っ
て
い
く
う
ち
、
「
ん
？
こ
こ

に
カ
ラ
ビ
ナ
？
」
頭
に
描
い
て
い
た

ル
ー
ト
に
カ
ラ
ビ
ナ
は
存
在
し
な

い
・
・
・
か
な
り
右
に
来
て
い
る
。

修
正
し
た
い
が
頭
の
中
は
真
っ
白
、

た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
登
っ
て
降
り
た
。 

 
 

２
度
目
、
尐
し
気
持
ち
に
余
裕
が

で
き
た
。
岩
に
し
が
み
付
か
な
い
、

手
で
登
ら
な
い
。
体
が
左
に
傾
い
て

い
る
左
手
に
体
重
を
掛
け
て
体
勢
を

直
す
。
出
来
た
！ 

嬉
し
く
て
下
を
見
る
、
見
上
げ
て

い
る
と
き
よ
り
ず
っ
と
高
く
感
じ
る
。 

練
習
だ
、
失
敗
し
て
も
大
丈
夫
、
い

ろ
い
ろ
試
し
た
い
、
け
ど
、
技
術
を

知
ら
な
い
・
・
・
。 

昼
食
後
、
西
面
の
岩
に
移
動
。
「
わ

ざ
わ
ざ
難
し
い
所
を
登
ら
な
く
て
も
、

左
に
階
段
状
の
岩
が
あ
る
か
ら
、
私

は
そ
こ
を
登
っ
て
途
中
か
ら
み
ん
な

の
ル
ー
ト
を
登
る
！
」
ん
ー
、
そ
れ

で
は
意
味
が
な
い
よ
う
な
。
と
１
人

の
先
輩
が
頭
を
ひ
ね
る
。
岩
登
り
っ

て
、
山
登
り
の
手
段
だ
と
思
っ
て
い 

 

た
け
ど
、
一
つ
の
競
技
な
の
？
奥
が

深
そ
う
。 

３
回
の
岩
登
り
体
験
。
全
く
の
初

心
者
を
迎
い
入
れ
て
頂
き
、
ハ
ー
ネ

ス
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
何
度
も
は
ず
し

て
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ュ 

 

ー
ズ
に
い
た
っ
て
は
借
り
っ
ぱ
な
し
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

第
４
回
役
員
会 

報
告 

議
題 

１
）
沢
搬
出
訓
練
の
ま
と
め 

（
机
上
・7

/
1
1

）
（
実
技
・7

/
2
4

） 

・
訓
練
の
訓
練
で
な
く
、
よ
り
実
践

的
活
動
を
個
々
が
出
来
る
よ
う
に
努

力
す
る
。 

・
指
示
者
に
よ
る
「
ロ
ー
プ
」
「
機

器
」
の
結
束
等
を
指
示
に
従
い
確
実

に
出
来
る
よ
う
に
な
る
事
。 

・
沢
登
り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
「
セ

ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
」
個
々
の
装
備
を

用
い
正
確
に
使
用
す
る
。 

 

＊
訓

練
内

容
は

埼
玉

県
連

の
Ｈ

Ｐ（
救

助隊
）

に
も

掲
載

さ
れ

て
い

ま
す
。 

 

２
）
岩
搬
出
技
術
訓
練 

＠
机
上
学
習
会
（
机
上
） 

期
日 

１
０
月
２
４
日1

9
:
3
0

～ 
 

場
所 
浦
和
パ
ル
コ
１
０
階
７
号
室 

内
容 

登
攀(
マ
ル
チ
ピ
ッ
チ)

を
主

に 
 

 
 

 
 

 
 

急
斜
度
コ
ー
ス
学
習
と
内
容

説 
 

 
 

 
 

 
 

説
明 

装
備 

個
人
登
攀
装
備
一
式 

 
 

共
同
装
備
は
救
助
隊
に
て 

 

＠
実
技 

期
日 

１
１
月
１
３
日 

 

場
所 

藤
坂
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン 

＊
詳
細
は
２
４
日
に
て
説
明
。 

３
）
関
東
救
助
隊
合
同
訓
練 

 
 

 
 

（1
0
/
1
5
~
1
6

）
中
止 

４
）
東
日
本
大
震
災
支
援 

救
助
隊
と
し
て
の
活
動
は
な
し
。

各
隊
員
は
各
会
で
の
活
動
を
。 

６)
 

そ
の
他 

①
ロ
ー
プ
・
ス
リ
ン
グ
洗
浄
回
収 

②
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
ケ
ー
ス
お
持
ち

の
方
、
情
報
あ
る
方
、
事
務
局
ま

で
連
絡
を
。 

③
「
関
東
Ｂ
合
同
訓
練
」2

/
2
5

～2
6
 

栃
木
県
主
管
・
情
報
入
手
次
第
連
絡 

 

次
回
の
役
員
会 

１
１
月
７
日 

 

第
５
回
役
員
会 

報
告 

議
題 

１
）
雪
上
搬
出
技
術
訓
練 

（
机
上 

1
2
/
6

）
（
実
技 

1
2
/
2
2

～

2
3

）
予
定
の
調
整
が
つ
か
ず
や
む
な

く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
）
関
東
Ｂ
深
雪
搬
出
合
同
訓
練 

 
 

交
流
集
会 

期
日 

２
月
２
６
～
２
７
日 

群
馬
県
連
盟
の
主
管
で
行
わ
れ

ま
す
。
詳
細
は
後
日
連
絡
致
し
ま

す
。 

＊
「
埼
玉
県
救
助
隊
」
机
上
学
習 

日
時
・2

/
1
4

（
月
）1

9
:
0
0

～2
1
:
3
0
 

場
所
・
浦
和
コ
ミ
セ
ン
・
１
０
階 

訓
練
内
容
等
の
詳
細
は
後
日
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。 

事
務
局
長 

若
木
由
和 
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＠
救
助
隊 

 

岩
搬
出
技
術
訓
練
報
告 

期
日 

１
１
月
１
３
日 

 

 

場
所 

藤
坂
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン 

 

参
加 

１
３
名 

＊
詳
細
報
告
は
次
号
で 

 

 

＠
登
山
学
校
か
ら
！ 

 

９
月
講
座
「
地
図
の
読
み
方
」 

机
上 

９
月
３
日 

実
技 

９
月
４
日 

奥
多
摩
高
水
三
山 

３
３
名 

 

１
０
月
講
座
「
初
級
岩
登
り
」 

机
上 

１
０
月
１
日 

実
技 

１
０
月
２
日 

奥
武
蔵
日
和
田
山 

３
３
名 

 

１
１
月
講
座
「
天
気
の
見
方
」 

机
上 

１
１
月
５
日 

実
技 

１
１
月
６
日 

赤
城
鈴
ケ
岳 

 
 

３
３
名 

 
 

以
上
、
第
４
回
～
６
回
ま
で
の
登

山
学
校
を
無
事
終
了
。 

＊
詳
細
報
告
は
次
号
で 

 【
第
７
回
講
座 

総
合
学
習
登
山
】 

１
２
月
４
日
（
日
） 

 
 

 

西
上
州
・
鍬
柄
山
、
荒
船
山 

 
 現

在
、
単
位
参
加
者
を
募
集
中
！ 

 

参
加
希
望
申
し
込
み
は 

 
 

登
山
学
校
・
事
務
局
、
ま
た
は 

Ｈ
Ｐ
参
加
申
し
込
み
で
！ 

  

＊
受
講
生
の
方
へ 

 
 

感
想
や
登
山
学
校
へ
の
意
見
を 

 
 

お
寄
せ
下
さ
い
。 

（
尾
手
） 
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関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て 

期
日 

 

９
月
２
３
日
（
金
）
～
２
５
日
（
日
）
夜
行
２
泊
３
日 

 
 

 

三
郷
山
の
会 

 

大
園 

緑 

（
記
） 

 

 

   宮城県連  岡さん 

 

第
３
回
女
性
委
員
会
会
議
報
告 

 

期 

日 

９
月
１
１
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

時 

間 

Ｐ
Ｍ
７
時
半
～ 

場 

所 

北
朝
霞
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン 

参
加
者 

久
保
、
石
谷
、
金
子
、 

 
 

 
 

佐
藤
、
松
本
、
広
岡
、 

天
野 

 
 

７
名 

議
題 

 

１
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
集
約
状
況 

 
 

三
郷
・
新
座
・
埜
歩
歩
・
所
沢
・

ハ
イ
ジ
・
ビ
ス
タ
ー
リ
・
浦
和
・

飯
能
・
ハ
イ
ジ
、
他 計

１
４
１
枚 

未
報
告
の
会
も
多
い
中
、
枚
数
で

は
会
員
数
に
対
し
て
報
告
の
あ
っ
た

会
は
積
極
的
に
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

１
枚
か
ら
千
円
の
支
援
金
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
継
続
し
ま
す

の
で
、
申
込
は
全
国
連
盟
に
、
各
会

注
文
数
の
報
告
は
久
保
ま
で
。 

 

２
、
支
援
活
動
に
つ
い
て 

①
関
東
女
性
支
援
活
動 

9
/
2
3

～2
5

の
取
り
組
み 

 

参
加
者9

/
1
1

現
在8

2

名
（
埼
玉
は

1
6

名
）
女
性
委
員
会
と
し
て
（
埼

玉
責
任
者
松
本
、
佐
藤
、
石
谷
、

広
岡
が
参
加
）
報
告
は
松
本
理
事

を
中
心
に
参
加
者
か
ら
も
。 

 

②
バ
ス
手
配
の
関
係
か
ら
、
今
回
参

加
出
来
な
か
っ
た
会
員
の
為
、
埼

玉
だ
け
で
バ
ス
支
援
活
動
を
お

こ
な
え
な
い
か
提
案
。 

 

③
今
後
の
支
援
体
制
を
も
う
尐
し

具
体
的
に
し
て
い
っ
た
ら
ど
う

か
。 

３
、
救
助
講
習
会
に
つ
い
て 

 
 

期
日 

３
月
３
日
か
１
０
日 

場
所 

狭
山
い
き
も
の 

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー 

時
間 

9
:
3
0

～ 

受
付 

講
師 

柴
山
利
幸
氏 

参
加
費5

0
0

円 
役
割
分
担
等 

去
年
と
同
じ 

４
、
次
回
の
予
定 

期
日 

1
月1

6

日
（
月
） 

 

時
間 

Ｐ
Ｍ
７
時
半
～ 

場
所 

北
朝
霞
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン 

議
題 

支
援
活
動
の
報
告 

３
月
の
講
習
会
打
合
わ
せ
。 

文
責 

久
保 

           

東
日
本
大
震
災
労
山
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
と
し
て
８
２
名
で
宮
城
県

石
巻
市
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

天
候
は
前
日
ま
で
台
風
１
５
号
で
、

何
か
と
案
じ
て
い
た
の
が
嘘
の
よ
う

な
穏
や
か
な
秋
晴
れ
で
し
た
。 

 
 ９

月
２
２
日
（
木
） 

２
２
時 

浦
和
駅
西
口
に
集
合
。 

 

車
は
東
北
自
動
車
道
を
、
暗
闇
の

中
、
連
休
で
多
い
光
と
共
に
【
鳴
瀬

奥
松
島
】
を
目
ざ
し
ひ
た
す
ら
走
り

続
け
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
抱
き
な
が
ら
、
近
づ
く
に
つ
れ
必

至
に
外
に
釘
付
け
さ
れ
て
い
る
よ
う

で

し

た

。 

夜

明

け

に

道

の

駅

【

上

品

じ
ょ
う
ぼ
ん

の
郷
】
に
着
い
て
、
仮
眠

を
と
り
東
京
か
ら
の
バ
ス
３
台
と
合

流
、
関
東
勢
８
２
名
が
集
結
し
ま
し

た
。
埼
玉
か
ら
は
車
３
台
１
５
名
（
内

バ
ス
３
名
乗
車
）
参
加
し
ま
し
た
。 

（
わ
ら
び
１
名
、
大
宮
７
名
、
埜
歩

歩
１
名
、
所
ハ
イ
３
名
、
ビ
ス
タ
ー

リ
１
名
、
三
郷
２
名
） 

９
月
２
３
日
（
金
） 

７
時
出
発
。 

 

仙
台
平
野
の
石
巻
市
、
見
え
て
い

る
所
は
片
付
い
て
い
る
が
、
あ
の
被

害
の
現
実
・
事
態
の
深
刻
さ
を
感
じ

な
が
ら
、
牡
鹿

お

し

か

半
島
の
大
原
地
区
仮

設
住
宅
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
群
馬
県
連
隊
が
加
わ
り
９
時

～
１
５
時
ま
で
山
間
道
路
の
が
け
崩

れ
に
よ
る
土
砂
の
撤
去
作
業
を
し
ま

し
た
。 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、

マ
ス
ク
、
作
業
手
袋
と
い
う
装
備
で

慣
れ
な
い
力
の
加
減
も
わ
か
ら
ず
、

ス
コ
ッ
プ
等
一
輪
車
を
使
っ
て
の
力

仕
事
で
し
た
。 

そ
の
あ
と
を
竹
ぼ

う
き
で
掃
い
て
道
端
の
空
き
缶
・
ビ

ン
・
ゴ
ミ
も
忘
れ
ず
に
拾
い
、
綺
麗

に
な
っ
て
い
く
の
を
皆
で
喜
び
あ
い

ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
風
呂
に
入
り

宿
泊
と
な
る
「
水
沼
東
部
構
造
改
造

セ
ン
タ
ー
」
へ
行
き
、
炊
事
班
が
用

意
し
て
く
れ
た
カ
レ
ー
等
の
夕
食
を

美
味
し
く
頂
き
２
１
時
に
は
就
寝
し

ま
し
た
。 

９
月
２
４
日
（
土
） 

５
時 
起
床 

朝
食 

８
時
出
発
。 

 

牡
鹿
半
島
の
牡
鹿
公
民
館
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
に
兵
庫
・
京

都
組
と
合
流
。
そ
こ
に
は
一
般
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
型
バ
ス
で
何
台
も

集
ま
っ
て
き
て
お
り
、
学
生
ら
し
き

若
者
が
沢
山
来
て
い
ま
し
た
。 

海

側
の
道
路
に
向
い
、
昨
日
と
同
じ
土

砂
の
撤
去
作
業
を
９
時
～
１
５
時
ま

で
し
ま
し
た
。 

 

重
た
い
泥
を
す
く
う
作
業
は
大
変

で
す
が
数
の
力
と
は
凄
い
！
ま
た
慣

れ
た
せ
い
か
、
手
際
も
よ
く
声
を
掛

け
合
い
、
流
れ
る
よ
う
に
延
々
と
作

業
移
動
し
ま
し
た
。 

風
呂
で
汗
を

流
し
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
１
８
時
よ
り

夕
食
及
び
仲
間
と
宮
城
県
連
と
の
交

流
会
が
あ
り
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

９
月
２
５
日
（
日
） 

５
時
起
床 

朝
食 

８
時
解
散
式
。 

 

誰
も
が
強
い
思
い
で
集
ま
っ
た
仲

間
で
す
。 

こ
の
企
画
を
通
じ
て
労

山
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
ま
た
『
会

い
た
い
』
と
思
い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
石
巻
港
周
辺
と
小
学
校

裏
側
に
突
き
出
た
【
日
和
山

ひ
よ
り
や
ま

】
か
ら

惨
状
を
見
て
、
巨
大
地
震
に
よ
る
津

波
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
別
れ
、
埼
玉

車
３
台
は
北
上
川
河
口
に
あ
る
【
大

川
小
学
校
】
へ
行
き
、
沢
山
の
幼
い

子
供
た
ち
と
教
職
員
の
無
念
さ
を
感

じ
、
更
な
る
切
実
な
思
い
を
実
感
し

ま
し
た
。 

そ
し
て
、
宮
城
県
連
会
長
さ
ん
か
ら

『
ど
う
ぞ
来
て
見
て
下
さ
い
。
そ
し

て
伝
え
て
欲
し
い
。
明
日
は
我
が
身

で
す
』
と
の
言
葉
は
印
象
的
で
し
た
。 

最
後
に
、
被
災
地
に
立
ち
、
活
動

し
、
被
災
者
と
語
り
、
多
く
の
事
を

知
り
学
び
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
労
山
の

皆
さ
ん
の
心
意
気
と
パ
ワ
ー
に
感
謝

し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

                                        

 
 

          日和山地区 

 

      泥の撤去作業 

 

         休憩中 
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み
ん
な
の
感
想 

I
n

宮
城
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

今
回
の
目
的
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交

流
だ
と
伺
い
ま
し
た 

自
分
の
目
で

惨
状
を
見
る
こ
と
が
で
き 

ま
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
た
こ
と
は

何
も
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ

て
第
一
歩
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す 

ま
た
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
意
識
の
確
認
及
び
輪
の
拡
が
り
が

次
の
力
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま

し
た 

参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す 

 
 

 

（
所
ハ
イ
・
森
田
） 

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
あ
ま
り
の

被
災
地
の
状
況
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
を
ス
タ
ー
ト
に
被
災
地
が

復
興
す
る
日
ま
で
自
分
な
り
に
支
を

続
け
よ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
女
性
委

員
会
に
感
謝
！
で
す 

（
所
ハ
イ
・
吉
本
） 

         
 

 

五
点
セ
ッ
ト 

８
０
０
円 
 

こ
ん
な
ス
タ
イ
ル
？
！ 

  

頑
張
る
参
加
者 

  

初
め
て
被
災
地
に
行
き
ま
し
た
。

街
が
無
く
な
り
、
崩
れ
た
家
屋
が
ぽ

つ
ん
と
取
り
残
さ
れ
、
小
学
校
が
津

波
に
覆
わ
れ
挙
句
に
火
災
に
遭
い
な

が
ら
建
物
は
残
っ
て
も
学
舎
に
は
二

度
と
戻
ら
な
い
。
胸
が
つ
ま
り
言
葉

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
握
り
の
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
こ
と
で
、
又
、
行
か
な
け
れ

ば
、
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
（
埜
歩
歩
・
石
谷
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

              

大
川
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

卒
業
記
念
の
壁
絵
が
残
っ
て
い
た 

 
 

 

（
涙
・
・
・
） 

赤
い
テ
ー
プ
の
所
ま
で
津
波
が
来
た
。

こ
の
隣
の
急
坂
の
林
が
あ
り
、
登
れ

ば
生
徒
は
助
か
っ
た
か
も
・
で
も
高

す
ぎ
る
、
子
ど
も
が
登
れ
る
か
等

喧
々
囂
々
と
み
ん
な
で
話
す 

（ 

     

    

（
写
真
提
供
：
武
笠
理
事
長
） 

 

第
２
０
回
ハ
イ
キ
ン
グ
全
国
集
会 

i
n

伊
豆
長
岡 

報
告 

日
時 

９
月
１
７
日
～
１
８
日 

場
所 

伊
豆
長
岡
・
お
お
と
り
荘 

参
加 

１
１
２
名
（
日
帰
り3

3

名
） 

埼
玉
…
三
郷
（
２
名
）
、
他 

 

 9
/
1
7
 

1
3
:
0
0

～ 

開
会 

 

石
川
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
長
よ
り
、 

 

「
ハ
イ
キ
ン
グ
文
化
を
次
代
に
聞

き
継
ぐ
た
め
に
、
今
何
を
な
す
べ
き

か
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
提
起
あ
り
。 

1
3
:
3
0

～ 
 

特
別
報
告 

 

吉
越
悦
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
議
会

会
長
を
講
師
に
、
「
全
国
で
発
展
す

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
議
会
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
特
別
講
演
が
あ
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
、
全
国
区
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
取 

り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組
み
を
強
化
し
、
最
新
の
ネ
ッ
ト
を

駆 
 

 
 

 
 

 
 

 

駆
使
し
、
ス
カ
ルﾌ

ﾟ

を
使
用
し
て
、 

遠
隔
地
と
の
会
議
を
ス
ム
ー
ス
に
行

っ
て
い
る
。
交
通
費
削
減
に
も
な
る

と
報
告
。
こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
も

難
し
く
な
っ
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

自
然
に
触
れ
ら
れ
る
か
と
希
望
が
見

え
た
。 

1
4
:
5
0

～ 
 
 

分
科
会 

①
会
員
拡
大
と
後
継
者
育
成 

全
国
的
に
高
齢
化
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
新
会
員
を
増
や
す
た
め
の
努

力
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か 

②
事
故
防
止 

リ
ー
ダ
ー
養
成
と
会

員
教
育 

 

あ
る
ク
ラ
ブ
は
人
数
も
多
く
、
教

育
に
も
又
会
員
の
ラ
ン
ク
も
明
確
に

決
め
て
い
る
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
の

考
え
で
参
加
し
、
全
員
に
役
割
を
決

め
る
。
「
連
れ
ら
れ
て
行
く
山
行
」

で
は
な
く
「
連
れ
て
い
く
山
行
」
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
リ
ー
ダ
ー

が
育
つ
。 

③
会
運
営
と
楽
し
い
企
画
の
立

て
方 会

の
運
営
の
仕
方
・
役
割
分

担
は
？
会
員
の
要
求
を
満
た
す

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
企
画
を

し
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
収

集
…
会
活
動
の
煩
わ
し
た
を
嫌

い
、
役
員
の
成
り
手
が
な
い
等 

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
と
活
用

法 

良
く
見
て
も
ら
え
るH

P

作
成
ポ

イ
ン
ト
。
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
。
外
部
に
ア
ピ

ー
ル
が
で
き
、
会
員
拡
大
に
つ
な
が

る 実
際
に
他
のH

P

を
見
て
研
究
。 

ス
カ
ルﾌ

ﾟ

を
使
用
し
、
遠
隔
地
と
の

会
議
を
ス
ム
ー
ス
に
行
っ
て
い
る
。

交
通
費
削
減
に
も
な
る
。 

こ
れ
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
も
難
し
く
な

っ
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
自
然
に
触

れ
ら
れ
る
か
と
希
望
が
見
え
た
。 

 9
/
1
8
 

9
:
0
0

～1
1

：1
0
 

分
科
会 

1
1
:
1
5

～ 
 
 

ま
と
め
・
閉
会
式 

1
2
:
4
5

～ 
 
 

城
山
～
発
端
丈
山 

交
流
ハ
イ
ク
（
約3

時
間3

0

分
） 

富
士
山
の
景
観
も
素
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ら
し
く
楽
し

い
交
流
山
行
で
し
た
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10 月～12 月の県連活動計画 

10/ 1   登山学校机上「岩登り講座｣   

10/ 2   登山学校実技「日和田山｣      

10/ 6   三役会議 

10/15～16 関東自然保護交流集会 

10/24   救助隊「岩搬出訓練」学習会   

10/26  第６回理事会 HC 委員会 

10/30   第 2 回岩ネット 

10/31   登山学校運営委員会 

11/ 3   全国評議会 

11/ 4   三役会議 

11/ 5～6 登山学校｢天気の見方講座｣ 

11/ 7   救助隊役員会 

11/13   救助隊岩搬出訓練、西部会議 

         南ブロック交流バスハイク 

11/16   女性東北支援活動反省会 

11/19～20 全国自然保護交流集会  

11/20   西ブロック交流バスハイク 

     中部ブロック地図読み山行 

 11/24   南部会議 

11/27   安全登山講演会 

（岩槻コミセンホール） 

11/30   第７回理事会 （事務所） 

     ハイキング委員会（パルコ） 

12/ 1   三役会議 

12/ 3～4  登山学校｢総合学習講座｣ 

       西上州・鍬柄岳～荒船山 

12/ 5   救助隊役員会 

12/14   第 8 回理事会 （パルコ） 

     ハイキング委員会 

12/23   第３回岩ネット…幕岩 
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３
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【編集後記】 

機関紙 174 号 本来ならば 10 月発行予定でしたが、私

事の都合で編集が遅れてしまい 11 月の発行となってしま

いました。まずはお詫びを申し上げます。 

季節はいよいよ冬を迎えていますが、今年の紅葉は少し

遅れていて、南部ブロック交流ハイクの嵩山や赤城や榛名

山をみる限りではもう１～２週間といった感じでした。 

西上州に行っても同じで、帰路に立ち寄った妙義・もみじ

の湯からの妙義の岩壁もいまひとつ！ 

しかし、ようやく冬型の気圧配置となり、寒さも例年並

みに戻り、朝晩には暖房が恋しい季節となり、寒い日には

鍋もまたいいもので、山でも家でも鍋に凝りまくり！ 

キムチ鍋によせ鍋、きりたんぽ等と献立を考えるまでもな

く、材料だけ変えて後は片付けも楽々！ 

今、無職で学校生活も資格試験勉強等で忙しくて、時間が

いくらあっても足りません！今度の日曜日試験があるも、

今日は機関紙印刷中です。だれか助けて下さい！ 

 という訳で、機関紙原稿は出来るだけ校正・編集のない

ようにお願いします。（澤） 
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